コクサイ シンポジウム by 佐藤 琴
1. はじめに
米沢出身の郷土史家、伊佐早謙（1858～1930 ： 安政4～昭和5年）が著した『新編最上義光事歴』が最上義光
に関する最初期の史料集であることが当館の伊佐早関連資料調査がきっかけとなってわかった。これに関連
して、 2017 年 12 月 21 日の学長定例記者会見で再発見のプレス発表と、 資料公開を同 12 月 20 日 (水) か
ら 2018 年 1 月 30 日 (火) まで常設展示室歴史コーナーにて行った。
2. 『新編最上義光事歴』とは
本資料は、「長井政太郎収集文書」(当館発行 『古文書近世史料目録第14号』 34頁) に所収されている。概要は
以下の通りである。
目録では資料名を「最上義光事歴」で統一しているが、『最上義光事歴　下』は実際には『新編最上義光事
歴　三』である。しかし、内題は三冊全て「新編最上義光事歴」と書かれている。
資料には長井政太郎（1905～1983）の蔵書印「長井蔵書」と「山形大学蔵書」の朱印、 山形大学が受入れた
時の 「山形大学附属図書館　本館　63.12.27」 の青印が押されている。その他、 図書館による資料整理シー
ル、整理用貼り紙が各 1 枚貼られている。
長井は 1958 年に当館初代館長に就任、後に本学教育学部 (現地域教育文化学部) の学部長を務めた。地
理学を専門とし、 県内各地の古文書を収集している。本資料の入手について詳細は不明だが、 長井が県内
の古文書を収集したおりに林泉文庫の原本を写して所有していたものとみられる。同目録には他にも伊佐早
謙関連の資料が見られ、長井が伊佐早の蔵書や林泉文庫に着目していたことが分かる。
内容は、最上義光が家督を継いだ 1570（永禄13・元亀元）年、義光の立石寺への立願からはじまり、1622（元
和8）年に改易された時から、1631（寛永8）年に義俊（義光の孫）が 26 歳で死去し、義智（義俊の嫡子）が後嗣す
るところまでを記述し、 編年体で関係資料を網羅している。年次毎に、 関係する記録、 覚書、 系図、 軍記物、
古文書等を収載し、年次の末尾に「按」として、伊佐早の按語（考察）を入れている。
伊佐早がまとめた最上義光についての史料集として
『最上義光事歴』（1913(大正2)年以前に成立）、『最上義
光公略伝』（1913年発行）、『新編最上義光事歴』があ
る。最初の『最上義光事歴』については現在所在不明
ながら、『最上義光公略伝』の最上義光公三百年記念
市祭協賛会による「編纂の趣旨」の中で、「（前略）本会
は本市祭協賛行事の一として、公の事蹟を編纂し、之
を世に公にし、公の事蹟を長く後毘に伝ふることとせ
り、是れ山形市今日あるの基を開きたる公を追憶する
の一端に供せんか為めなり、依てこれか編纂を、山形市教育会に委嘱せしに、同会は、此際急遽稿を起し、
苟且これに充てんよりは、寧ろ之を米沢の碩儒にして、嚢に奥羽編年史料、及ひ最上義光事歴等を編述せる
史家、伊佐早謙氏に委嘱するの捷径にして且つ妥当なるに如かすとなし、同会より、氏に委嘱するに公の略
伝を以てせしに、氏は之を快諾せられ、忙中旬余の日時を割き、之を撰述せられたるもの即ち此書なり、今若
し事歴を以て公の詳伝とせは、本書は其の小伝となすへきか、（後略）」とあり、伊佐早に執筆を依頼した経緯
が詳しく書かれている。おそらくその後、この二書を基にさらに加筆して作られたのが『新編最上義光事歴』と
推定される。
3. まとめ
『最上義光事歴』 と 『新編最上義光事歴』 はいずれも未刊行で、 現在ではその存在すら忘れ去られてきた
が、 約百年前の最上義光研究の実証的に高いレベルを窺うことができ、 研究史上重要な意義がある。また、
現在でもなかなか見ることができない義光に関係する記録 ・ 覚書 ・ 古文書等の資料をほぼ網羅しており、 編
年史料集としての価値がある。しかし、 伊佐早が引用した記述と原文書との比較や年次比定、 本資料が写本
である性格上、 他に存在するであろう『最上義光事歴』 ・ 『新編最上義光事歴』との比較が必要である。今後
もこれらの所在調査と、引用 ・ 参考にした著作物についての情報収集を課題としたい。
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なお、 本報告をまとめるにあたっては、 伊藤清郎山形大学名誉教授より御教示を賜りました。ここに
記して、厚く御礼申し上げます。
国際シンポジウム
佐 藤  琴 ( 附属博物館学芸研究員 )
講演会「着物の文様にみる日本人の願い」
1. 活動の経緯
2011 年、 山形大学は特別プロジェクト「井上ひさしの東北」の一環として「ボローニャの会」をスタートした。
この勉強会の目的は、山形出身の劇作家である故井上ひさしの『ボローニャ紀行』を題材に、山形、そして東
北の今後の街作りについて語り合い、 行政などに対する市民からの提言をまとめていくことであった。その活
動から発展して、 実際にボローニャに赴き、 現地の人々と交流する市民団体「チェントロ ・ ポルティコ研究会」
が 2014 年に発足した。本団体はこれまで、 ボローニャにおいては中学校の授業で俳句を初めとする日本文
化を紹介したり、 日本文化に関する講演会を開催してきた。また、 ユネスコ創造都市ネットワークへの映画部
門での加盟を目指す山形市を支援するために、音楽分野で加盟を果たしたボローニャの推進役であった、マ
ウロ ・ フェリコーリ前ボローニャ市経済振興局長を招へいし、山形市長との対談のコーディネイトし、山形市民
に対してユネスコ創造都市の効果に関して普及啓蒙する活動などを実施してきた。その甲斐もあって、 2017
年 11 月に山形市は創造都市ネットワークへの加盟を果たした。
山形大学附属博物館が、 市民団体が主催するボローニャとの交流活動に参加することになった契機は二
つある。まず、 本交流活動にはボローニャ東洋美術研究所が全面的に協力している。この研究所は、 1987
年、 東洋美術とその文化の普及を目的とし、 ボローニャ大学の教授やローマ国立東洋美術館長らが中心と
なって設立された。東洋文化関係の蔵書は約 1 万冊にのぼり、 イタリアで最も充実した東洋関係の図書館と
しても利用されている。この研究所にはイタリアにおける有数の浮世絵コレクターのコレクションが寄託されて
おり、 所長であるアレッサンドロ ・ グィディ氏が調査を行っている。グィディ氏は日本美術に対する深い知識を
備えているが、調査対象である江戸時代後期の役者絵や源氏絵などには、さまざまな比喩や、当時の社会状
況においては制作者と鑑賞者に共有されていた情報基盤に基づいた表現がなされており、 その解読作業は
日本人研究者でも一筋縄ではいかない。本調査にボローニャの会を主催してきた山本陽史教授 （専門 ：日本
文学） が 2015 年より全面的に調査に協力することとなった。その山本教授から、 日本美術史を専門とする筆
者（佐藤）にも調査への参加が要請されたことが一因である。
もう一つのきっかけは博物館の地域貢献のためである。当館は山形師範学校の郷土室をルーツに持ち、
大学博物館のなかでも長い歴史を有する館の一つである。創設以来、 地域文化の伝承および普及啓蒙を使
命としてかかげ、少ない事業費をやりくりして、特別展は 1976 年より、公開講座は 1981 年からほぼ毎年実施
してきた。また、 2013 年度からは外部資金の調達にも積極的に取り組み、 文化庁の補助事業「地域と共働し
た美術館 ・ 博物館活動支援事業」の採択を受け、 「山形の古文書を未来に伝承するプロジェクト」を行った。
近年の社会構造の変化により、 急速に失われていきつつある地域の歴史を物語る文書の価値を訴え、 伝承
方法を模索していくために、 2 年間にわたって古文書相談会やシンポジウム、 特別展などを実施した。2015
年度は附属博物館の新施設が完成したため、 移転および新展示室の整備事業に追われることが事前に分
かっていたため、文化庁への事業申請はしなかった。
翌 2016 年度の文化庁の補助事業 「地域の核となる美術館 ・ 博物館整備事業」 への申請にあたっては新
施設を獲得した山形大学附属博物館が地域に貢献すべきことは何かを模索した結果、 「山形の文化遺産を
世界に発信するプロジェクト」に取り組むこととした。文化庁の補助事業対象として一番に掲げられていたのが
「地域文化の振興と国際発信」であったことと、 山形の文化施設にとって外国人観光客の誘致の対応が喫緊
の課題であると判断したためである。
そして、このプロジェクトの一つとしてイタリア ・ ボローニャとの交流活動に博物館が参加することとなった。
2. ボローニャ大学博物館との交流
市民団体がこれまでに実施した交流事業は大きく二つに分けることができる。一つはボローニャ大学の日
本文化研究者や、例えば映画など、ありとあらゆる国で行われている文化活動を対象とするなか、日本とも関
わりのある分野の研究者との交流である。彼らを山形に招き、 イタリアからみた日本文化の魅力に関する講演
会や、イタリアの伝統文化を伝えるワークショップなどを実施してきた。もう一つは上述のとおり、市民団体がボ
ローニャを訪れて行った、日本文化を紹介する事業などである。
本項で紹介する筆者のボローニャ大学における講演会は、 後者のボローニャにおいて日本文化を紹介す
る活動にあたるものである。
まず、実施概要は以下のとおりである。
講 演 名 ： 「着物の文様に見る日本人の願い」
開 催 日 ： 2017 年 9 月 21 日（木）16:00 ～ 18:00
会　　  場 ： ボローニャ大学博物館
参加人数 ： 70 人
本講演の目的は我々が協力した東洋美術研究所の浮世絵調査の成果をボローニャの市民に還元すること
である。東洋美術研究所は収蔵庫を備えていないため、 コレクションはボローニャ大学博物館に保管を依頼
している。そして、ボローニャ大学博物館にはこのコレクション専用の展示室が備えられており、点数は限られ
るが、開館期間中は常時コレクションを見学できるようになっている。加えて、日ごろから東洋美術研究所の理
事長ジョヴァンニ ・ ペテルノッリ氏や先述のアレッサンドロ ・ グィディ氏が講演会を実施し、日本および東洋美
術の普及に努めている。日本文化を熟知したイタリア人研究者の解説は、 イタリアの人々の日本文化への関
心を高めるためには最適であることはいうまでもない。ただ、イタリア人とは異なった、日本人ならではの切り口
というものもあるのではないか、 そこをとりあげて日本美術の魅力を紹介できれば、 より一層日本文化への興
味が深めることができるのではないかと考えたからである。
講演会の日にちは一年前に決定し、 開催日の 3 カ月ほど前に展示作品のリストをお送りいただき、 改めて
日本において作品の調査を行った。講演のテーマは 「着物の文様にみる日本人の願い」 とした。現代の日本
人にすら失われつつあることだが、 日本の着物の柄や文様には植物や動物などのほか風景や雪などの気象
など実にさまざまなものが素材として使用されている。しかも、 これらのモチーフにはさまざまな吉祥への願い
が込められている。また、 西洋においては衣服の紋様に動植物や波などの自然現象を用いること自体それほ
ど多くはないし、 それらに幸福への願いを込めるなどはほとんど行われていないため、 東西の文化の違いが
際立つと考えたからである。
講演にはボローニャ大学博物館やこれまで交流を
重ねてきたボローニャ大学の教員の方々が広報してく
ださったおかげで 70 名の聴衆が集まった。大変熱心
に講演を聞いていただき、 終了後には着物の値段に
関するものや、 今回言及しなかった着物の文様に関す
る質問なども投げかけられた。
講演会場は東洋美術研究所のコレクション展示室の
隣室であり、 終了後に聴衆は隣の展示室に移動して
思い思いに展示を話しながら見ていた。おそらく、 それ
までは注目することのなかった浮世絵に描かれた着物の細部に目を向けて、 それが何かなどを話していたの
だろうと思われる。日本美術に対するさらなる理解を深めるという点はある程度成功したのだと思われた。
そして、 この事業を通して見えてきたことは博物館資料の活用とは、 必ずしも館蔵資料に限らないということ
である。博物館において収蔵資料に関する情報は目録や図録、 現代においてはデータベースやデジタル
アーカイブなどで、 社会に対して公開し、 さまざまな人々の利用に供することは博物館活動の基本である。資
料は活用する人によってさまざまな面が引き出される。そのためにより多くの人々がアクセスできるようにしな
ければならない。所蔵機関にこだわらず、 さまざまな人が活用できるようにすることが基本であることを改めて
認識した。
今後もボローニャ東洋美術研究所およびボローニャ大学博物館における日本美術の普及活動を継続し、
ボローニャにおける日本美術コレクションの価値を高めていく予定である。
事例報告 ： 「山形大学附属博物館について」
佐藤琴（山形大学学術研究院 准教授）
事例報告 ： 「東亜大学石堂博物館について」
池江伊（東亜大学石堂博物館(韓国) 学芸士）
ディスカッション
参加人数 ： 30 人
2．小括
本シンポジウムにおける海外ゲストの 2 つの報告については科学研究費補助金　基盤研究 A　大学にお
ける「アート ・ リソース」の活用に関する総合的研究の平成 29 年度報告書『ユニヴァーシティ ・ アート ・ リソー
ス研究３』 に掲載した。内容についてはそちらをご参照いただきたい。本稿ではシンポジウムの成果について
述べたい。
まず、本シンポジウムで再認識することができたことは、世界最古の大学であるボローニャにおいても、東亜
大学石堂博物館のように国宝をも含んだコレクションを有し、 日本統治下の建物をわざわざ購入して博物館と
して整備し積極的に活動を進めている館でも、 博物館活動に対する大学当局の理解は十分とはいえず、 予
算や人員などの点が厳しいということである。
そして、 展示の刷新や教育普及プログラムを幅広く実施することによって、 大学博物館の存在意義を内外
にアピールしている点である。博物館の展示および教育機能をとおして、 その存在意義をアピールすることは
日本だけの状況ではなく、海外の大学博物館においても共通の課題であることがわかった。
社会における大学博物館の認知は未だ十分ではなく、 我々は一層の普及に努めていかなければならな
い。その取り組みの一つとして大学博物館が所在する地域を巻き込んだかたちでの国際的な大学博物館同
士の連携は有効だと思われる。
大学博物館は地域文化の拠点となりうるポテンシャルを秘めている。しかし、 そのことは未だ市民には浸透
していない。市民の大学博物館への理解を深めるためには、 やはり、 市民とともに地域の課題に取り組むこと
が必要ではないだろうか。ボローニャ大学博物館も東亜大学石堂博物館も市民へのきめ細やかな教育活動
を実施することによって地域の課題に取り組み、 それによって市民の信頼を勝ち得ようとしていた。これらの事
例にならい、山形大学附属博物館も市民と協働し、信頼関係を構築し、地域文化の拠点として内外に知られ
るようになることが必要である。
≪調査研究活動≫
1．概要
事 業 名 ： 国際シンポジウム「大学と美術の可能性を求めて」
開催日時 ： 2017 年 10 月 14 日 (土)　13:30 ～ 17:00
場　　所 ： 人文社会科学部 103 教室
【プログラム】
基調報告 ： 「大学におけるアート ・ リソースの活用の関する研究」
五十殿利治（筑波大学芸術系 特命教授）
代読　後小路雅弘（九州大学人文科学研究院 教授）
事例報告 ： 「ボローニャ大学博物館の取り組み」
ロベルト ・ バルツァーニ氏
（ボロー ニャ大学(イタリア) 正規教授 ・ ボロー ニャ大学博物館システム 総責任者）
代読　山本陽史（山形大学学術研究院教授）
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して、 2017 年 12 月 21 日の学長定例記者会見で再発見のプレス発表と、 資料公開を同 12 月 20 日 (水) か
ら 2018 年 1 月 30 日 (火) まで常設展示室歴史コーナーにて行った。
2. 『新編最上義光事歴』とは
本資料は、「長井政太郎収集文書」(当館発行 『古文書近世史料目録第14号』 34頁) に所収されている。概要は
以下の通りである。
目録では資料名を「最上義光事歴」で統一しているが、『最上義光事歴　下』は実際には『新編最上義光事
歴　三』である。しかし、内題は三冊全て「新編最上義光事歴」と書かれている。
資料には長井政太郎（1905～1983）の蔵書印「長井蔵書」と「山形大学蔵書」の朱印、 山形大学が受入れた
時の 「山形大学附属図書館　本館　63.12.27」 の青印が押されている。その他、 図書館による資料整理シー
ル、整理用貼り紙が各 1 枚貼られている。
長井は 1958 年に当館初代館長に就任、後に本学教育学部 (現地域教育文化学部) の学部長を務めた。地
理学を専門とし、 県内各地の古文書を収集している。本資料の入手について詳細は不明だが、 長井が県内
の古文書を収集したおりに林泉文庫の原本を写して所有していたものとみられる。同目録には他にも伊佐早
謙関連の資料が見られ、長井が伊佐早の蔵書や林泉文庫に着目していたことが分かる。
内容は、最上義光が家督を継いだ 1570（永禄13・元亀元）年、義光の立石寺への立願からはじまり、1622（元
和8）年に改易された時から、1631（寛永8）年に義俊（義光の孫）が 26 歳で死去し、義智（義俊の嫡子）が後嗣す
るところまでを記述し、 編年体で関係資料を網羅している。年次毎に、 関係する記録、 覚書、 系図、 軍記物、
古文書等を収載し、年次の末尾に「按」として、伊佐早の按語（考察）を入れている。
伊佐早がまとめた最上義光についての史料集として
『最上義光事歴』（1913(大正2)年以前に成立）、『最上義
光公略伝』（1913年発行）、『新編最上義光事歴』があ
る。最初の『最上義光事歴』については現在所在不明
ながら、『最上義光公略伝』の最上義光公三百年記念
市祭協賛会による「編纂の趣旨」の中で、「（前略）本会
は本市祭協賛行事の一として、公の事蹟を編纂し、之
を世に公にし、公の事蹟を長く後毘に伝ふることとせ
り、是れ山形市今日あるの基を開きたる公を追憶する
の一端に供せんか為めなり、依てこれか編纂を、山形市教育会に委嘱せしに、同会は、此際急遽稿を起し、
苟且これに充てんよりは、寧ろ之を米沢の碩儒にして、嚢に奥羽編年史料、及ひ最上義光事歴等を編述せる
史家、伊佐早謙氏に委嘱するの捷径にして且つ妥当なるに如かすとなし、同会より、氏に委嘱するに公の略
伝を以てせしに、氏は之を快諾せられ、忙中旬余の日時を割き、之を撰述せられたるもの即ち此書なり、今若
し事歴を以て公の詳伝とせは、本書は其の小伝となすへきか、（後略）」とあり、伊佐早に執筆を依頼した経緯
が詳しく書かれている。おそらくその後、この二書を基にさらに加筆して作られたのが『新編最上義光事歴』と
推定される。
3. まとめ
『最上義光事歴』 と 『新編最上義光事歴』 はいずれも未刊行で、 現在ではその存在すら忘れ去られてきた
が、 約百年前の最上義光研究の実証的に高いレベルを窺うことができ、 研究史上重要な意義がある。また、
現在でもなかなか見ることができない義光に関係する記録 ・ 覚書 ・ 古文書等の資料をほぼ網羅しており、 編
年史料集としての価値がある。しかし、 伊佐早が引用した記述と原文書との比較や年次比定、 本資料が写本
である性格上、 他に存在するであろう『最上義光事歴』 ・ 『新編最上義光事歴』との比較が必要である。今後
もこれらの所在調査と、引用 ・ 参考にした著作物についての情報収集を課題としたい。
参考文献
粟野俊之『最上義光』(日本史史料研究会研究選書13) 日本史史料研究会企画部 (2017)
伊藤清郎『最上義光』吉川弘文館 (2016)
岩本篤志編『米沢藩興譲館書目集成　第四巻　林泉文庫書目　解題・解説』(書誌書目シリー ズ9) 朝倉治彦監修 ,
株式会社ゆまに書房（2009）
竹井英文『最上義光』(シリー ズ・織豊大名の研究　第六巻) 戎光祥出版株式会社 (2017)
誉田慶恩『奥羽の驍将 - 最上義光 -』(日本の武将　60) 株式会社人物往来社 (1967)
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付記
なお、 本報告をまとめるにあたっては、 伊藤清郎山形大学名誉教授より御教示を賜りました。ここに
記して、厚く御礼申し上げます。
国際シンポジウム　ディスカッション
1. 活動の経緯
2011 年、 山形大学は特別プロジェクト「井上ひさしの東北」の一環として「ボローニャの会」をスタートした。
この勉強会の目的は、山形出身の劇作家である故井上ひさしの『ボローニャ紀行』を題材に、山形、そして東
北の今後の街作りについて語り合い、 行政などに対する市民からの提言をまとめていくことであった。その活
動から発展して、 実際にボローニャに赴き、 現地の人々と交流する市民団体「チェントロ ・ ポルティコ研究会」
が 2014 年に発足した。本団体はこれまで、 ボローニャにおいては中学校の授業で俳句を初めとする日本文
化を紹介したり、 日本文化に関する講演会を開催してきた。また、 ユネスコ創造都市ネットワークへの映画部
門での加盟を目指す山形市を支援するために、音楽分野で加盟を果たしたボローニャの推進役であった、マ
ウロ ・ フェリコーリ前ボローニャ市経済振興局長を招へいし、山形市長との対談のコーディネイトし、山形市民
に対してユネスコ創造都市の効果に関して普及啓蒙する活動などを実施してきた。その甲斐もあって、 2017
年 11 月に山形市は創造都市ネットワークへの加盟を果たした。
山形大学附属博物館が、 市民団体が主催するボローニャとの交流活動に参加することになった契機は二
つある。まず、 本交流活動にはボローニャ東洋美術研究所が全面的に協力している。この研究所は、 1987
年、 東洋美術とその文化の普及を目的とし、 ボローニャ大学の教授やローマ国立東洋美術館長らが中心と
なって設立された。東洋文化関係の蔵書は約 1 万冊にのぼり、 イタリアで最も充実した東洋関係の図書館と
しても利用されている。この研究所にはイタリアにおける有数の浮世絵コレクターのコレクションが寄託されて
おり、 所長であるアレッサンドロ ・ グィディ氏が調査を行っている。グィディ氏は日本美術に対する深い知識を
備えているが、調査対象である江戸時代後期の役者絵や源氏絵などには、さまざまな比喩や、当時の社会状
況においては制作者と鑑賞者に共有されていた情報基盤に基づいた表現がなされており、 その解読作業は
日本人研究者でも一筋縄ではいかない。本調査にボローニャの会を主催してきた山本陽史教授 （専門 ：日本
文学） が 2015 年より全面的に調査に協力することとなった。その山本教授から、 日本美術史を専門とする筆
者（佐藤）にも調査への参加が要請されたことが一因である。
もう一つのきっかけは博物館の地域貢献のためである。当館は山形師範学校の郷土室をルーツに持ち、
大学博物館のなかでも長い歴史を有する館の一つである。創設以来、 地域文化の伝承および普及啓蒙を使
命としてかかげ、少ない事業費をやりくりして、特別展は 1976 年より、公開講座は 1981 年からほぼ毎年実施
してきた。また、 2013 年度からは外部資金の調達にも積極的に取り組み、 文化庁の補助事業「地域と共働し
た美術館 ・ 博物館活動支援事業」の採択を受け、 「山形の古文書を未来に伝承するプロジェクト」を行った。
近年の社会構造の変化により、 急速に失われていきつつある地域の歴史を物語る文書の価値を訴え、 伝承
方法を模索していくために、 2 年間にわたって古文書相談会やシンポジウム、 特別展などを実施した。2015
年度は附属博物館の新施設が完成したため、 移転および新展示室の整備事業に追われることが事前に分
かっていたため、文化庁への事業申請はしなかった。
翌 2016 年度の文化庁の補助事業 「地域の核となる美術館 ・ 博物館整備事業」 への申請にあたっては新
施設を獲得した山形大学附属博物館が地域に貢献すべきことは何かを模索した結果、 「山形の文化遺産を
世界に発信するプロジェクト」に取り組むこととした。文化庁の補助事業対象として一番に掲げられていたのが
「地域文化の振興と国際発信」であったことと、 山形の文化施設にとって外国人観光客の誘致の対応が喫緊
の課題であると判断したためである。
そして、このプロジェクトの一つとしてイタリア ・ ボローニャとの交流活動に博物館が参加することとなった。
2. ボローニャ大学博物館との交流
市民団体がこれまでに実施した交流事業は大きく二つに分けることができる。一つはボローニャ大学の日
本文化研究者や、例えば映画など、ありとあらゆる国で行われている文化活動を対象とするなか、日本とも関
わりのある分野の研究者との交流である。彼らを山形に招き、 イタリアからみた日本文化の魅力に関する講演
会や、イタリアの伝統文化を伝えるワークショップなどを実施してきた。もう一つは上述のとおり、市民団体がボ
ローニャを訪れて行った、日本文化を紹介する事業などである。
本項で紹介する筆者のボローニャ大学における講演会は、 後者のボローニャにおいて日本文化を紹介す
る活動にあたるものである。
まず、実施概要は以下のとおりである。
講 演 名 ： 「着物の文様に見る日本人の願い」
開 催 日 ： 2017 年 9 月 21 日（木）16:00 ～ 18:00
会　　  場 ： ボローニャ大学博物館
参加人数 ： 70 人
本講演の目的は我々が協力した東洋美術研究所の浮世絵調査の成果をボローニャの市民に還元すること
である。東洋美術研究所は収蔵庫を備えていないため、 コレクションはボローニャ大学博物館に保管を依頼
している。そして、ボローニャ大学博物館にはこのコレクション専用の展示室が備えられており、点数は限られ
るが、開館期間中は常時コレクションを見学できるようになっている。加えて、日ごろから東洋美術研究所の理
事長ジョヴァンニ ・ ペテルノッリ氏や先述のアレッサンドロ ・ グィディ氏が講演会を実施し、日本および東洋美
術の普及に努めている。日本文化を熟知したイタリア人研究者の解説は、 イタリアの人々の日本文化への関
心を高めるためには最適であることはいうまでもない。ただ、イタリア人とは異なった、日本人ならではの切り口
というものもあるのではないか、 そこをとりあげて日本美術の魅力を紹介できれば、 より一層日本文化への興
味が深めることができるのではないかと考えたからである。
講演会の日にちは一年前に決定し、 開催日の 3 カ月ほど前に展示作品のリストをお送りいただき、 改めて
日本において作品の調査を行った。講演のテーマは 「着物の文様にみる日本人の願い」 とした。現代の日本
人にすら失われつつあることだが、 日本の着物の柄や文様には植物や動物などのほか風景や雪などの気象
など実にさまざまなものが素材として使用されている。しかも、 これらのモチーフにはさまざまな吉祥への願い
が込められている。また、 西洋においては衣服の紋様に動植物や波などの自然現象を用いること自体それほ
ど多くはないし、 それらに幸福への願いを込めるなどはほとんど行われていないため、 東西の文化の違いが
際立つと考えたからである。
講演にはボローニャ大学博物館やこれまで交流を
重ねてきたボローニャ大学の教員の方々が広報してく
ださったおかげで 70 名の聴衆が集まった。大変熱心
に講演を聞いていただき、 終了後には着物の値段に
関するものや、 今回言及しなかった着物の文様に関す
る質問なども投げかけられた。
講演会場は東洋美術研究所のコレクション展示室の
隣室であり、 終了後に聴衆は隣の展示室に移動して
思い思いに展示を話しながら見ていた。おそらく、 それ
までは注目することのなかった浮世絵に描かれた着物の細部に目を向けて、 それが何かなどを話していたの
だろうと思われる。日本美術に対するさらなる理解を深めるという点はある程度成功したのだと思われた。
そして、 この事業を通して見えてきたことは博物館資料の活用とは、 必ずしも館蔵資料に限らないということ
である。博物館において収蔵資料に関する情報は目録や図録、 現代においてはデータベースやデジタル
アーカイブなどで、 社会に対して公開し、 さまざまな人々の利用に供することは博物館活動の基本である。資
料は活用する人によってさまざまな面が引き出される。そのためにより多くの人々がアクセスできるようにしな
ければならない。所蔵機関にこだわらず、 さまざまな人が活用できるようにすることが基本であることを改めて
認識した。
今後もボローニャ東洋美術研究所およびボローニャ大学博物館における日本美術の普及活動を継続し、
ボローニャにおける日本美術コレクションの価値を高めていく予定である。
事例報告 ： 「山形大学附属博物館について」
佐藤琴（山形大学学術研究院 准教授）
事例報告 ： 「東亜大学石堂博物館について」
池江伊（東亜大学石堂博物館(韓国) 学芸士）
ディスカッション
参加人数 ： 30 人
2．小括
本シンポジウムにおける海外ゲストの 2 つの報告については科学研究費補助金　基盤研究 A　大学にお
ける「アート ・ リソース」の活用に関する総合的研究の平成 29 年度報告書『ユニヴァーシティ ・ アート ・ リソー
ス研究３』 に掲載した。内容についてはそちらをご参照いただきたい。本稿ではシンポジウムの成果について
述べたい。
まず、本シンポジウムで再認識することができたことは、世界最古の大学であるボローニャにおいても、東亜
大学石堂博物館のように国宝をも含んだコレクションを有し、 日本統治下の建物をわざわざ購入して博物館と
して整備し積極的に活動を進めている館でも、 博物館活動に対する大学当局の理解は十分とはいえず、 予
算や人員などの点が厳しいということである。
そして、 展示の刷新や教育普及プログラムを幅広く実施することによって、 大学博物館の存在意義を内外
にアピールしている点である。博物館の展示および教育機能をとおして、 その存在意義をアピールすることは
日本だけの状況ではなく、海外の大学博物館においても共通の課題であることがわかった。
社会における大学博物館の認知は未だ十分ではなく、 我々は一層の普及に努めていかなければならな
い。その取り組みの一つとして大学博物館が所在する地域を巻き込んだかたちでの国際的な大学博物館同
士の連携は有効だと思われる。
大学博物館は地域文化の拠点となりうるポテンシャルを秘めている。しかし、 そのことは未だ市民には浸透
していない。市民の大学博物館への理解を深めるためには、 やはり、 市民とともに地域の課題に取り組むこと
が必要ではないだろうか。ボローニャ大学博物館も東亜大学石堂博物館も市民へのきめ細やかな教育活動
を実施することによって地域の課題に取り組み、 それによって市民の信頼を勝ち得ようとしていた。これらの事
例にならい、山形大学附属博物館も市民と協働し、信頼関係を構築し、地域文化の拠点として内外に知られ
るようになることが必要である。
1．概要
事 業 名 ： 国際シンポジウム「大学と美術の可能性を求めて」
開催日時 ： 2017 年 10 月 14 日 (土)　13:30 ～ 17:00
場　　所 ： 人文社会科学部 103 教室
【プログラム】
基調報告 ： 「大学におけるアート ・ リソースの活用の関する研究」
五十殿利治（筑波大学芸術系 特命教授）
代読　後小路雅弘（九州大学人文科学研究院 教授）
事例報告 ： 「ボローニャ大学博物館の取り組み」
ロベルト ・ バルツァーニ氏
（ボロー ニャ大学(イタリア) 正規教授 ・ ボロー ニャ大学博物館システム 総責任者）
代読　山本陽史（山形大学学術研究院教授）
16
